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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸市保健所管内でインフルエンザ注意報が発令中。各自感染対策を徹底していくこと。
・2/14（火）8:15～9:00にて、グループホームでの避難訓練実施予定。
・うみねこ幸房より連絡があり、3/3（金）昼食時にさくらもちが提供される予定。

・竹洞聡様・総子様のケア会議が2/23（木）16:20～、旧デイケア室にて実施予定。
＜グループホーム利用者様情報＞
・船場　幸子　様～2/10（金）左腰、左臀部にかさつきや痒みがあり、北村皮膚科を受診している。軟膏等が処方となっている。次回受診予定はなく、悪化した場合に再度受診するよう、医師より指示があったとのこと。今朝、痒みはなくなり良くなったと話している。
・繁名　和恵　様～2/10（金）陰部の違和感を訴えており、マミーレディークリニックを受診している。受診時、座薬を投与しており、処方薬が出ているとのこと
・古舘　ヨリ　様～変化なく過ごしており、血糖値の測り過ぎはないとのこと。
・若松　邦生　様～2/6ハローワークに行き、職員より就労継続支援A型ルピアを勧められたとのこと。次回問診時に主治医に相談し、許可が出た場合は体験利用したいと話している。2/10（金）デイケアにて、青山荘利用者の話が他利用者から聞かれたことを思い出し、モヤモヤしていると相談があったとのこと。デイケアより、2/10（金）にそのようなことはなく、2/8（水）に本人より話題に出していたことを情報提供している。自身の身の置き場に関しデイケアでは周囲が気になり落ち着かない様子や、自身や他者に対し厳しい様子が窺える。
・田名部　浩平様～2/13（月）うみねこ幸房にてサービス担当者会議実施予定となっている。
・藤村　翔　様　～夕の配食を青山荘から別の配食サービス会社に変更することを提案している。本人拒否しているが、両親の説得により納得している。左記が決まってから、幻聴が窺えるとのこと。デイケアより2/8（水）大声を出すことがあったこと情報提供すると、配食サービスについて提案した日と近いとのこと。変化に敏感なため、精神状態の変化に注意し情報共有していく。
・淡路　智恵子様～本日、頭痛がありグループホームにて静養しているとのこと。

＜青明舎利用者様情報＞
・平　京子　様　～2/8（水）青明舎に来ている。ヤマダ電機より60.000円の冷蔵庫を購入し、古い冷蔵庫を5.000円で買い取ってもらったとのこと。2/10（金）に滝沢整形外科を受診、痛みが再発した場合、再受診する予定と話している。
・高柳　和子　様～2/8（水）定期訪問を実施。体調が良いと話しているが、朝はやらなければならないことがあると考えてしまい億劫になるとのこと。デイケアのプログラムが勉強になり有意義であると話している。1人で部屋にいると落ち込むが、デイケアに行くと気が晴れるとのこと。年金の受給額が下がってもやっていこうと思っていること話しており評価している。現在定期預金をしているが、今後普通預金にするか迷っているとのこと。2/10（金）オンコールあり、アパートのドアに右手第3指を挟めてしまい、指が内出血で黒くなりビリビリすると話している。指を動かすことは可能であると話しており、訪問看護に相談するよう助言している。再度オンコールあり整形外科の受診を勧められたとのこと。滝沢整形外科を受診し、湿布が処方となっている。痛み止めはいらないと医師に伝えたと報告している。

・松川　順子　様～2/9（木）あっぷるはーと職員と通帳を確認し、保護金を確認出来て安心したと話している。3月に3、4月分の生活費が入金される予定となっている。
・藤村　翔　様　～2/10（金）小遣い帳を確認している。五福やデイケアの利用費、病院受診費は今後小遣い帳に記載しないよう親から言われたとのこと。自由に使える金額が3.000円から7.000円に増額となり、月の生活費が10.000円になっている。よこまちにて嗜好品等を購入しており残額9.030円となっており、確認済みとのこと。
・北村　奈美　様～2/10（金）オンコールあり、あることが不安で翌日、翌々日に用事があるが外出出来るか不安とのこと。自分ではどうすることも出来ないと話しており、挑戦することも大事であることを伝えている。翌日、父様の見舞いをする予定で、その際にケンタッキーで昼食を考えているが前回宗教の勧誘に困り、断り方について尋ねている。助言をすると「わかりました」と答え電話を終えている。

・横町　浩　様　～2/11（土）行事プログラムに参加している。太巻きを上手に作れており、うどん作りをしている女性に手伝いを名乗り出ている。感想を聞くと「楽しかった、美味しかった」と話している
・我満　奈津紀様～2/11（土）定期訪問実施、室内が散らかっている。娘様の卒業試験が終わり、娘様も落ち着いてきているとのこと。引越しは出来れば春先にしたいと話しており、引越し先は職場付近の家賃が月30,000円のアパートを考えている、そこがダメな場合は、月25,000円ペット可の別のアパートにする予定と話している。引越し費用は110,000円程であり、引越し後はデイケアを継続利用、ヘルパーはやめるかもしれないとのこと。「最近仕事が忙しく、娘と衝突することが多い」とのこと。
・我満　望　様　～体調について尋ねると「まあまあ」と答えている。テストの採点を待っている状態であり、落ち着いている様子窺える。

＜利用者様情報＞

デイケア

・二川目　健治様～本人より就労継続支援A型「こころの里うぐいす」の体験利用が決まったとの報告がある。特定相談員より、体験利用の日数が足りず、ケアプラン作成の為、体験利用が必要との説明を受けたとのこと。体験利用について自身の気持ちを尋ねると「腹が立つ」「もう1ヶ月以上前のことなのに」と納得していない様子が窺える。日が空いていることもある為、体を慣らす為と考えてみることを提案するが「やっぱ、ただ働きは嫌だよ」と話している。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～スタッフの前を通り、階段扉前へ何度も行き声掛けしている。自制がきかない様子あり、都度声掛け要している。同様の行動頻回で、常に見守り要している。理由を聞くと、「散歩に行きたいです」と話している。スタッフが時間を調整することを伝えているが、待てない様子見られている。
ナイトケア

・八木橋　牧雄様～定時になっても来所せず、電話連絡を実施。電話には出なかったものの、すぐに折り返し連絡があり、眠そうな声で「寝てて今起きました」と話している。呂律不良なく、体調について「眠気が強いけど大丈夫」とのことだが、「眠くてゆっくり休んでたいから、ナイトケア休みます」とナイトケア欠席の希望している。うみねこ幸房も欠席しており、抗酒剤を服用していないが、本人もその状況を理解しており、主治医との面談時に現状を伝え、抗酒剤を服用するとのこと。無理せずゆっくり休み、主治医に状況を説明するよう促し、ナイトケア欠席となっている。
＜外来情報＞

・田中　一　様　～血圧101/57mmHg、脈拍55回/分、体重67.5㎏。主治医より丁度良い、羨ましいと言われている。
・下口　政子様　～喉が渇くことが多いと体調について話している。先週の土曜日に五戸町の公民館で作文を発表したと報告をしている。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（駒木　洋士様）　

実施日：H29年2月13日（月）13：30～14：00

担当：戸賀沢
参加：戸賀沢、慶長、馬場、石渡、赤坂、田中、名久井
検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	駒木　洋士様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S28.3.2

	主病名
	統合失調感情障害
	合併症
	（椎間板ヘルニア）

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続。

	本人希望
	病状悪化せず、アパート生活を維持する。

	家族希望
	同上

	入院歴
	計4回（最終：H25年9月2日 ～H26年3月19日）

	通所歴
	2回目

· 前回：22年10月25日～　25年9月2日

· 今回：H26年3月24日～現在　　　（週2回/月･水･曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ステーション｢五福｣　1回/週(火)

地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣　1回/週（（木）の調理教室）

	住居：アパートで単身生活

近くに母様、長姉宅有り。
	家族構成

同胞3名第3子次男として出生。

S50年頃結婚し､2子(1男1女)をもうける｡

H9年離婚、現在､元妻･2子とは連絡を取っていない。＜保護者＞姉：木村　修子　様

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護受給中、自立支援医療



	備考


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①残した薬包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。



	
	②気分変動がないよう、作業に没頭しすぎないようにする。
	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）
	②病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。



	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①服薬を欠かさずに行う。


	・服薬ノート持参しており、忘薬・自己調整することなく、服薬継続している。睡眠は8時間で十分に取れているとのことで、日中の眠気はないと話している。また、29年1月末頃に夕食後薬のみで入眠するようになり、就床前薬を服用することができず、残薬を訪問看護スタッフを介し病院に返薬している。以降、就床前薬中止となるが、夜間の睡眠はきちんととれ、デイケア利用中居眠りすることはない。
	服薬を継続出来ているが、過去に怠薬をしたことがある為、今後も目標を継続し、確実な服薬が行えるように関わっていく。

	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）。
	・1月後半より、気分の高揚さみられ、多弁さみられ、体幹が右に傾き強く、声掛け要している。トランプは自ら声掛けし、行っている。

・自主活動に続き決まったメンバーでトランプをし、（水）のＳＳＴの時間になると入浴に行くことが多い。

・自宅では、変化無く、テレビを見たり読書したりして過ごしていることが多いと話している。
	軽躁状態の際に、様々な活動を行う傾向がある為、作業療法での枠組みを決め、枠を守り活動ができるように目標計画を変更。また、自主活動や作業療法以外のプログラムにも参加していけるように促していく。

	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	・軽躁状態の際に体幹が右に傾き強く、声掛け要している。腰痛については、最近は、1回/2週間整形外科に通院し理学療法士と会話してきているとのこと。重い物や多くの荷物を抱えて長時間歩くことはないと話している。

・運動療法ではエアロビクスは筋トレとストレッチに参加を再開できている。ラジオ体操は自分の出来る範囲で取り組んでいる。
	運動療法を無理のない範囲で取り組み続けていけるように観察し、助言していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①残した薬包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。



	
	②気分変動がないよう、作業時間を決めた時間は集中して取り組めるようにする。
	②作業療法での枠組みを決め、時間を守って集中して作業ができるようになる。
	②病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。様々な作業を取り組もうとする際は、スタッフと時間や場所等の枠組みを決め、決められた枠組みを守り行動できるように促していく。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


